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１．はじめに 
 テーパー鋼板は板厚を連続的に変化させた鋼板であ

り，主たる作用力の方向と板厚変化方向の関係により

図-1に示すような 2種類の形状が想定される．このう
ち軸方向テーパー鋼板（LP 鋼板）については，圧縮
強度特性や設計法などに関する種々の研究も行われ，

鋼構造物合理化の一手法として船舶の隔壁や鋼桁のフ

ランジへの適用例が増加している．一方，作用力の向

きと直角方向に板厚が変化する幅方向テーパー鋼板に

ついては，支持辺部を厚くすることにより強度や変形

性能が向上すること 1),2)が示され，その適用方法が模

索されている． 
本研究では，幅方向テーパー鋼板および軸方向テー

パー鋼板の圧縮強度と変形性能の検討を目的として行

った弾塑性有限変位解析 1)（以下，解析Aと示す）結
果に基づいて圧縮強度評価式の提案を試みた．本稿は，

幅方向テーパー鋼板の圧縮強度評価について概説する

ものである． 
２．弾塑性有限変位解析の概要 
 解析Aの詳細は文献 1)によることとし，ここではそ
の概要のみを示す．解析モデルは対称性を考慮して周

辺単純支持正方形板の 1/4とし，板厚および板厚変化
率（テーパー率）をパラメータとして弾塑性有限変位

解析を行った．解析結果の一例として耐荷力曲線と解

析結果との比較を図-2に示す．幅厚比パラメータRが

大きくなるほど，テーパー率の変化による圧縮強度の

変化が大きくなる傾向を確認できる． 
３．圧縮強度の評価 

３．１ 基準強度曲線 

 まず，各幅厚比パラメータにおけるテーパー率ゼロ

のモデルの圧縮強度（図-2の TP）を回帰することに
より，等厚板の基準強度曲線を設定した．式(1a)，(1b)
は圧縮強度基準曲線を，また図-3は等厚板の解析結果

と基準強度曲線を示している．図-2より幅厚比パラメ
ータが 0.5以下の領域では，テーパー率の変化による

圧縮強度の変化はほとんどないことから，ここでは

0.5 以上の領域を対象とした．なお，式(1a),(1b)は小
松・北田らによる弾塑性有限変位解析結果 3)よりも若
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図-3 等厚鋼板の圧縮基準強度曲線 
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図-1 テーパー鋼板の形状 

図-2 耐荷力曲線 
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干上方に位置しているが，これは解析Aでは初期不整
として初期たわみのみを考慮し，残留応力を考慮して

いないことに起因していると考えられる． 
３．２ 等価板厚の算出 

 各ケースに対して圧縮強度が同じ値となる基準強度

曲線上の点を与える等価幅厚比パラメータ Reと等価

板厚 teqを求めた（図-2の矢印参照）．ここで，解析モ
デルの形状的特徴から各ケースの等価板厚を与えるこ

とができれば，基準強度曲線を用いて圧縮強度を推定

することができる．そこで，圧縮強度に大きな影響を

与えるパラメータとして厚部と薄部の板厚の比に着目

し，式(2)に示すように中央部板厚に対する支持辺部板
厚の比を板厚比 c と定義し，板厚比と等価板厚の関係
の定式化を試みた．図-4は各解析ケースの板厚比と等

価板厚の関係をプロットした図であり，横軸は板厚比

を，縦軸は等価板厚をそれぞれ示している．同図より，

幅厚比パラメータによらず板厚比が 1.0，すなわち等
厚板のところで平均板厚となり，板厚比の増加に伴い

等価板厚が増加する傾向を示している．幅厚比パラメ

ータが大きいほど，板厚比が小さい領域ほど等価板厚

の増減率が大きくなる傾向にある．また，図中の実線

と式(3)は板厚比と等価板厚を回帰したものである．こ
こで，tave は各ケースでの平均板厚を表しており，また

αは幅厚比パラメータとの関係より回帰したものであ

る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．３ 圧縮強度の推定 

式(3),(4)により各解析ケースの圧縮強度を推定した
結果は，図-5に示す通りである．図中の横軸は解析値

を，また縦軸は推定値を表している．同図より，各ケ

ースとも推定値と解析値との誤差が 5%程度以内に収
まっており，4 辺単純支持の幅方向軸方向テーパー鋼
板の圧縮強度については精度良く推定することが可能

であることがわかる． 
４．まとめ 

 幅方向にテーパーを有する鋼製周辺単純支持板の圧

縮強度の推定方法に関する検討結果について報告した．

本稿には示していないが，幅方向テーパーを有する自

由突出板と軸方向テーパー鋼板(LP 鋼板)についても
同様の方法により同程度の精度で圧縮強度推定値を求

めることができる．今後は作用軸力が部材長手方向に

変化する場合や，残留応力を考慮したモデルへの適用

性などについて検討する必要がある． 
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図-5 等厚鋼板と板厚比の関係 
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図-4 圧縮強度の推定値と解析値の比較 
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